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令
和
６
年
度
決
算

議
会
が
厳
し
く
チ
ェッ
ク
！

　
第
３
回
定
例
会（
９
月
議
会
）で
は
、
６
人
の
委
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
令
和
６
年
度
決
算
に
つ
い
て
９
月
18
日
、
19
日
、
22
日
の
３
日
間
、
書
面
審
査
や
総
括
質
疑

を
行
う
な
ど
集
中
的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

歳出
201億1,032万円

6年度
会計

議会費 0.5%
1億448万円
議会費 0.5%
1億448万円 総務費 8.5%

17億332万円 
総務費 8.5%
17億332万円 

民生費 16.3%
32億8,177万円
民生費 16.3%
32億8,177万円

衛生費 13.8%
27億7,444万円
衛生費 13.8%
27億7,444万円

農林水産業費 8.4%
16億9,758万円
農林水産業費 8.4%
16億9,758万円

商工費 6.9%
13億8,965万円
商工費 6.9%
13億8,965万円

消防費 2.2%
4億4,826万円
消防費 2.2%
4億4,826万円

教育費 5.6%
11億1,553万円
教育費 5.6%
11億1,553万円

その他 3.7%
7億4,645万円
その他 3.7%
7億4,645万円

公債費 12.6%
25億2,571万円
公債費 12.6%
25億2,571万円

職員費 9.9%
19億9,702万円
職員費 9.9%
19億9,702万円

土木費 11.6%
23億2,611万円
土木費 11.6%
23億2,611万円

〔

〕

　
決
算
審
査
は
次
の
予
算
編
成
に
つ
な

げ
る
た
め
の
大
事
な
審
査
で
あ
り
、
未

来
に
向
け
た
サ
イ
ク
ル
の
一
環
と
い
え

ま
す
。 予

算
か
ら
決
算

そ
し
て
次
の
予
算
へ

歳入
202億3,655万円

令和　　  
一般

地方交付税 38.3%
77億5,516万円
地方交付税 38.3%
77億5,516万円

国庫支出金 11.4%
23億1,139万円
国庫支出金 11.4%
23億1,139万円

道支出金 8.4%
16億9,192万円
道支出金 8.4%
16億9,192万円

諸収入 3.5%
7億855万円
諸収入 3.5%
7億855万円

市債 10.2%
20億5,516万円
市債 10.2%
20億5,516万円

その他 18.0%
36億5,292万円
その他 18.0%
36億5,292万円

市税 10.2%
20億6,145万円
市税 10.2%
20億6,145万円

令和６年度各会計別決算　
会計区分 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 202億3,655万円
24億5,690万円
26億1,656万円
4億5,126万円
55億2,472万円
6億5,141万円
12億7,848万円
50億9,624万円
70億2,613万円
327億8,740万円

201億1,032万円
24億4,530万円
25億9,998万円
4億5,087万円
54億9,615万円
7億9,515万円
16億8,981万円
59億4,153万円
84億2,649万円
340億3,296万円

介護保険
国民健康保険
後期高齢者医療
　小　計
水道事業
下水道事業
病院事業
　小　計
合　　　計

特
別
会
計

企
業
会
計

令和６年度決算と９月議会の流れ
令和６年度事業終了3月31日

４月

５月

６月

７月

８月

9月９日

9月10日

9月11日

9月12日

9月18日

9月19日

9月22日

9月26日

10月24日

９月定例会９月定例会

⬇

⬇

３月31日で会計年度は終わ
りますが、光熱費などは４
月１日以降に請求されるた
め、前年度の支払等の整理
期間となります。

出
納
整
理
期
間

決算書作成開始
　決算書や附属書類などを作成

監査委員による決算監査

監査委員が決算書や附属資料をも
とに審査し、意見書を作成

本会議①　一般質問
・議案や令和６年度決算認定に関
　する提案説明
・決算審査特別委員会の設置と、
　決算認定議案の付託
決算審査特別委員会①

本会議②　一般質問
決算審査特別委員会②

本会議③　一般質問

常任委員会

決算審査特別委員会③
書面審査

決算審査特別委員会④
書面審査

決算審査特別委員会⑤
書面審査・総括質疑

本会議④　決算認定の採決
広報編集委員会①

広報編集委員会②
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当
初
予
算
額
に
対
し
て
決
算
額
が
増
額

と
な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
当
初
、
Ａ

類
疾
病
に
分
類
さ
れ
、
国
に
よ
る
全
額
助

成
の
対
象
で
あ
り
ま
し
た
が
、
個
人
の
重

症
化
予
防
を
目
的
と
す
る
定
期
予
防
接
種

で
あ
る
Ｂ
類
疾
病
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
係
る

市
負
担
が
増
加
し
た
こ
と
が
増
額
の
要
因

で
す
。

決算審査特別委員会総括質疑決算審査特別委員会総括質疑

質疑の中から一部を紹介します。質疑の中から一部を紹介します。

山本副委員長

雪
寒
機
械
整
備

　
令
和
６
年
度
の
事
業
内
容
と
７
年
度
の

予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
６
年
度
は
、
大
型
ロ
ー
タ
リ
ー
や

除
雪
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
、
除
雪
車
両
12
台
分

の
格
納
庫
の
建
築
工
事
費
と
し
て
、
３
億

２
８
６
９
万
２
９
６
０
円
の
決
算
額
と
な

り
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
は
、
主
に

駐
車
場
の
舗
装
工

事
を
行
う
も
の
で
、

７
年
６
月
20
日
に

既
に
着
工
し
て
お

り
、
10
月
末
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
各
種
扶
助
費

　
生
活
保
護
の
扶
助
費
と
被
保
護
者
数
の

状
況
を
伺
う
。

　
令
和
６
年
度
末
の
被
保
護
世
帯
数
は
２

１
９
世
帯
、
被
保
護
者
数
２
４
８
人
で
、

前
年
度
と
比
較
し
、
被
保
護
世
帯
数
は
５

世
帯
、
被
保
護
者
数
は
８
人
減
少
し
て
い

ま
す
。
新
規
に
開
始
す
る
被
保
護
者
よ
り

も
、
亡
く
な
ら
れ
る
被
保
護
者
の
割
合
が

多
い
た
め
、
扶
助
費
が
全
体
的
に
減
少
し

て
い
る
状
況
で
す
。

北 村 委 員

子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
本
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
こ
ど
も
子
育
て
条
例
の
制
定
に
際
し
、

子
供
た
ち
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
中
高
生
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
た
ほ
か
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
先
進
地
視
察
や
調
査
研
究

に
加
え
、
本
市
の

子
育
て
環
境
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
の
動
画
や
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、

子
育
て
支
援
ア
プ

リ
の
運
用
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

予
防
接
種
事
業

大 前 委 員

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　
令
和
６
年
度
の
事
業
内
容
と
実
績
に
つ

い
て
伺
う
。

　
本
事
業
は
農
業
・
農
村
が
有
す
る
自
然

環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
生

物
多
様
性
保
全
な
ど
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
を
図
る
た
め
、
農
村
環
境
保
全

活
動
に
対
し
交
付

金
を
支
払
う
も
の

で
、
令
和
６
年
度

の
実
績
は
、
市
内

全
体
で
９
７
９
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
取

り
組
ま
れ
、
約
３

億
４
２
９
４
万
円

を
交
付
し
ま
し
た
。

処
理
場
・
処
理
施
設
維
持
管
理

　
維
持
管
理
費
用
の
主
な
内
訳
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
主
な
内
訳
は
全
処
理
場
委
託
費
約
７
４

０
４
万
円
、
下
水
汚
泥
運
搬
処
理
約
１
８

３
２
万
円
、
合
併
処
理
浄
化
槽
保
守
点
検

等
約
２
０
２
４
万
円
、
し
尿
く
み
取
り
費

用
約
１
０
１
３
万
円
な
ど
で
す
。
近
年
の

物
価
高
騰
に
伴
う
資
材
費
や
人
件
費
の
上

昇
等
に
よ
り
、
今
後
も
維
持
管
理
費
用
は

増
加
傾
向
が
続
く
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

村 上 委 員

移
住
・
定
住
推
進
事
業

　
令
和
６
年
度
移
住
実
績
と
移
住
定
住
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
組
内
容
を
伺
う
。

　
移
住
実
績
は
30
件
、
53
人
で
、
う
ち
北

海
道
外
か
ら
の
移
住
は
17
件
、
30
人
で
す
。

移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専

任
の
移
住
支
援
員
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

移
住
相
談
、
首
都

圏
な
ど
の
移
住
相

談
会
へ
の
参
加
、

無
料
職
業
紹
介
事

業
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
情
報
発
信
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

総
合
相
談
・
権
利
擁
護
事
業

　
本
事
業
の
内
容
と
主
な
相
談
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

　
本
事
業
は
介
護
、
福
祉
、
医
療
等
に
関

す
る
相
談
、
高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
や

成
年
後
見
制
度
の
紹
介
な
ど
権
利
擁
護
に

関
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
主
な
相
談
内

容
は
、
要
介
護
認
定
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
な
ど
介
護
に
関
す
る
相
談
が
８
割
を
占

め
、
そ
の
他
は
医
療
や
認
知
症
、
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
で
す
。

新 田 委 員

ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
６
年
度
の
事
業
内
容
と
今
後
の
考

え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
等
を
実
施
し
、
多
く
の
参
加
者
を
集

め
た
ほ
か
、
合
宿
団
体
や
指
導
者
へ
の
助

成
金
交
付
や
陸
上

競
技
場
の
計
測
機

器
等
を
更
新
し
ま

し
た
。
今
後
も
企

業
か
ら
の
寄
附
金

を
活
用
し
、
特
色

あ
る
事
業
展
開
と

施
設
整
備
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

医
業
外
収
益
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
補
助
金
等
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
収

支
へ
の
影
響
を
伺
う
。

　
令
和
５
年
度
は
２
億
９
２
８
０
万
６
０

０
０
円
の
補
助
金
を
受
け
ま
し
た
が
、
５

年
10
月
以
降
は
、
こ
の
補
助
金
制
度
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
令
和
６
年

度
は
補
助
金
収
入
が
な
く
、
い
ま
だ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
も
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
状
況
で
す
。


